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　【稲津けんご ９月議会中の談話】
　今、お話している時点 (9 月 19 日 ) では誰になっているか決まっていませんが、立憲民主党の新たな代表と
自民党の新たな総裁が誕生します。これからの日本が大きく動くことも予想されます。衆議院議員の任期が 1
年ほどとなる中で、選挙の話も出ています。本当に今の状況で良いかどうかを示すためにも、しっかりと状
況を見極め、必ず選挙に行くことが求められます。

地域の祭りに賑わう声が戻る
　夏休みの時期は、各地の自治会や文化センターな
どで、祭りが開催されました。稲津けんごもいくつ
かの祭りに参加しましたが、いずれも大きく賑わっ
ていました。盛り上がっている様子を見ると、新型
コロナの流行前に戻ったのではないかと感じるほど
でした。
　毎年の「変わらぬ風物詩」と思われがちな祭りで
すが、時代が進む中で、環境に配慮したり、猛暑に
対応したりするなど、工夫を凝らす場面も多く見ら
れました。参加された皆様もこうした点に協力して
いただき、大きく成功した祭りもあったと受け止め
ています。祭りを通じて人々の交流が進むことは、
とても良いことだと考えています。

　７月に実施された東京都知事選挙と東京都議会議
員補欠選挙にて、稲津は蓮舫さんと、しのはらけい
こさんを応援しました。結果はともに惜敗となりま
したが、しのはらさんが初挑戦ながら３万票以上を
獲得したことは明るい材料となりました。その訴え
が多くの方に響いたものと受け止めています。
　立憲民主党員として以外の活動も多く、党派を超
えた有志議員で集まって行う活動もあれば、労働組
合と団結して活動することもありました。この夏は、
有意義な時間を過ごしたと感じています。これから
も、精力的に活動を進めてまいります。

稲津けんご　この夏の動き

2024 年
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祭りでのゴミ削減策として、市が行っ
ているリユース食器の貸出事業を活
用する地域も増えてきました。

「今の ( 自民党 ) 政治を変える」と掲
げて選挙戦に挑んだしのはらさん。
日に日に頼もしくなっていきました。

コロナ禍では慎重になったカラオケ。
５類移行もあり、心置きなく熱唱す
る方も多く見られました。

【祭りのちょっとした裏話】

祭りの楽しみとなるのが屋台や出店。
ご参加いただく方の安全を第一に、
稲津もお手伝いいたしました。

今夏は祭りの時期に台風や大雨の予
報が相次ぎ、準備も含め日程変更が
発生した地域もありました。

蓮舫さんのポスター貼り。この後、
思わぬポスターの続出で掲示場が荒
れたことは、残念でなりません。

朝鮮学校への補助を求めて、有志議
員とともに各党に申し入れ。写真は
福島みずほ社民党党首の控室にて。

最低賃金全国一律 1,500 円を求めた
デモ行進にも参加。健康で文化的な
生活を送る上でも賃上げは必要です。



2

生きるを支える「食」に向き合おう

相次ぐ自然災害に正しく備える

　近年、「食料危機」や「食料安全保障」などといっ
た言葉がよく聞かれます。なじみの食料品が不作・
不漁となったり、円安が加速したりして、価格が高
騰し、なかなか手に入らないという状況が続いてい
ます。日々のやりくりに追われている方にとっては、
非常に悩ましい問題となっています。
　現時点では「ふちゅチケ」の復活は予定されてい
ませんが、必要に応じて支援策を求めていきたいと
考えています。
　稲津の元にも、市民の方から「食料」に関する様々
な意見や相談が届いています。「工夫するにも限界が
ある」とおっしゃる方もあり、この問題は大変深刻
だと言えます。　

　2024 年の夏は、大地震や台風などを受けて「防災」
や「備え」に力を入れる方が多くなりました。しかし、
世界的な気候変動なども相まって、食料品や日用品
などが品薄になりやすい傾向にあります。長い期間
がかかったとしても、地道に備えを進めることが求
められています。
　日常必需品や防災用品を備蓄することは否定しま
せんが、管理しきれない量をため込んだり、一過性
で終わらせてしまったりというのは感心しません。
ましてや高額転売は許されません。こうした時こそ、
人と物を思う行動が大切だと思います。その思いが
誰かを助けることもあるのです。

【自然災害が続くからこそ考えたいこと】

【食に関するこんな声が】

稲津けんご 略歴
1968 年 北山町生まれ･西原町在住

北山保育所、府中七小、和光中、都立狛江高卒。

米･サウスアラバマ大学学士号、米･ピッツバー

グ大学院経済開発学修士号取得。

1999年から2011年まで３期12年、府中市議会

議員として活動。父の介護や民間勤務を経て

2015 年の市議選で返り咲き。現在6期目。

『稲津けんご通信(INAKEN PRESS)』は
地域活動や政党活動など

議会以外での活動を紹介しています。

次回の通信は 2025 年 4月発行予定です。
(2025 年1月は市政レポートを発行します )

稲津けんご後援会 入会のご案内
本会は、稲津けんごの政治活動を支援し、府中
市民対象の生活相談などを行っています。是非
ともご支援を賜りますよう、お願いいたします。

稲津けんご後援会 ( イナヅケンゴコウエンカイ )
【ゆうちょ銀行】

振替口座 : 00120-4-586638
【多摩信用金庫 北山支店】

店番号 : 040　口座番号 : 0021857
 

会費 : いずれも一口 1,000 円

定期的なフードドライブも
集まる食料品が少なく
生活事情から食料品の配布を求める
方が増える一方、市内フードドライ
ブのスタッフの方からは「提供され
る食料品は、種類も量も減っている」
と伺っています。。

サラダ用の野菜を買ったら
千円を超えてしまった
９月に入って青果の価格が上がった
との声。ある方は、キュウリ３本、
トマト３個、レタス１玉を買ったら
1,200 円近くになり、「サラダもぜい
たく品なのか」と嘆いてました。

米不足は解消に向かうも
高値と品種に戸惑いも
８月に急拡大した米不足も、新米の
登場で徐々に緩和されると言われて
います。しかし、「見慣れない品種も
多く、高値と相まって簡単に手が出
ない」という声もありました。

円高になっても戻らない
品薄で高値の輸入品が増加
オリーブオイルやコーヒーなど、価
格が繰り返し上がっている品も多い
です。「産地での原料不足もあるだろ
うけど、値上げばかりだと気分が落
ち込みますよ」と話す方も。

現状で困難がある時、可能であれば
代用品や別の手段に切り替えるなど、
発想の転換も求められそうです。

品薄に焦る気持ちも分かりますが、
困っている誰かを思いやる気持ちも
大事にしたいものです。

必要以上の備蓄は生活空間を圧迫し
かねません。使い切れる量を分かり
やすく配置することが大事です。

備蓄したものは買って終わりとせず、
期限までに消費した上で、新たに備
蓄する習慣をつけましょう。
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